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車
の
運
転
に
お
け
る
カ
ー
ナ
ビ
の

よ
う
に
、
手
術
中
に
手
術
部
位
の
情

報
や
方
向
を
示
し
支
援
を
受
け
な

が
ら
行
う
手
術
が
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

手
術
で
す
。
こ
の
際
に
用
い
る
の
が

手
術
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
（
以
下
ナ
ビ
）
で
、
当
院
で
は
、

２
０
１
４
年
１
月
に
耳
鼻
咽
喉
科
、

同
年
４
月
に
整
形
外
科
、
２
０
１
７

年
11
月
に
脳
神
経
外
科
に
導
入
し

ま
し
た
。
装
置
は
２
機
種
３
台
あ

り
、
メ
ド
ト
ロ
ニ
ッ
ク
社Stealth 

Station S7 

２
台
と
ス
ト
ラ
イ
カ
ー

社CT

－based H
ip N

avigation 
System

１
台
が
現
在
稼
働
し
て
い

ま
す
。
ナ
ビ
を
用
い
る
こ
と
で
、
手

術
精
度
の
向
上
と
合
併
症
予
防
が
は

か
ら
れ
患
者
安
全
に
つ
な
が
り
、
術

者
の
ス
ト
レ
ス
低
減
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。
徳
島
県
内
で
は
、
吉
野
川

医
療
セ
ン
タ
ー
に
２
０
０
４
年
、
徳

島
大
学
に
２
０
０
６
年
、
徳
島
赤

十
字
病
院
に
２
０
１
３
年
、
当
院
が

２
０
１
４
年
、
徳
島
県
立
中
央
病
院

に
２
０
１
７
年
、阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー

に
２
０
１
８
年
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
は
、
手
術
前
に

撮
影
し
た
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

画
像
を
ナ
ビ
本
体
に
取
り

込
み
３
次
元
モ
デ
ル
を
構

築
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

モ
デ
ル
を
用
い
て
、
術
前
の
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
（
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

設
置
位
置
、
病
変
モ
デ
ル
作

成
）
を
行
っ
た
り
術
中
に
内
視

鏡
画
像
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、

手
術
器
具
の
情
報
を
重
ね
合

わ
せ
て
手
術
を
す
す
め
ま
す
。

手
術
中
に
は
３
次
元
画
像
と

術
野
で
の
手
術
器
具
と
の
位

置
関
係
を
赤
外
線
あ
る
い
は

磁
場
を
使
用
し
て
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
画
面

上
に
表
示
し
ま
す
。
そ
し
て
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
通
り
に
手
術
を
行

う
に
は
ど
の
方
向
へ
ど
の
く
ら

い
移
動
す
れ
ば
よ
い
か
、
進
行

方
向
の
奥
に
あ
る
構
造
物
は
何
か
な

ど
の
情
報
を
術
者
に
提
供
し
ま
す
。

　

当
院
で
ナ
ビ
を
用
い
る
手
術
は
機

器
導
入
か
ら
増
加
を
続
け
、
導
入
開

始
の
２
０
１
４
年
度
に
は
１
９
０
件

で
あ
っ
た
も
の
が
、
２
０
１
８
年
度

に
は
２
５
７
件
と
な
っ
て
お
り
、
過

去
３
年
間
で
も
年
間
平
均
２
５
０
件

実
施
し
て
い
ま
す
。
適
応
症
例
の
大

部
分
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
表
は
診
療
科
別
の
ナ
ビ
件
数

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ナ
ビ
の
用
途
は
手
術
支
援
で
あ

り
、
術
中
に
動
作
が
停
止
す
る
と
手

術
が
中
断
し
て
し
ま
い
ま
す
。
当
院

臨
床
工
学
技
士
は
、
６
名
の
内
２
名

が
メ
ー
カ
ー
ラ
ボ
で
の
操
作
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
修
了
し
ト
ラ
ブ
ル
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ナ
ビ
が
持

つ
様
々
な
機
能
を
術
者
に
提
案
し
て

い
ま
す
。
臨
床
工
学
技
士
は
、
安
全

安
心
な
手
術
の
一
助
と
な
る
よ
う
に

日
々
努
力
し
手
術
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
業
務
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
臨
床
工
学
室　

豊
田
英
治
）

ナビゲーションシステムを使用した人工股関節置換術

関節置換術の器具をセット。位置情報がリアルタイムで表示される

手
術
ナ
ビ
ゲー

ショ
ン
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い
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安
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臨床工学技士がシステム管理
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　2019 年度の全国自治体病院学会が
10 月 24、25 日の両日、アスティとく
しまと文理大学むらさきホールで開
催されました。講演、シンポジウム
と分科会を通じて、公立病院を取り
巻く医療環境、最新医療の取り組み
など報告、議論が行われました。当
院は薬剤、臨床工学分科会のホスト

役として分科会講演、演題発表の運
営にあたりました。全国の医療関係
者約 3000 人が参加しました。
　講演などでは、厚労省の病院再編
提起に対し「地域の実情が反映され
ていない」との指摘があり、また医
師の労働環境改善のため病院のマネ
ジメント改革の必要性が提起された

りしました。看護、薬剤や地域医療、
病院経営など 11 の分科会とデジタル
ポスターセッションを開催。アスティ
ホールのポスターセッションは、当
院の 37 演題を含めて、1,388 に及ぶ
演題発表がありました。
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肝
胆
膵
外
科
で
は
、
肝
臓
・
胆

道
（
胆
嚢
、
胆
管
）・ 

膵
臓
・
脾

臓
領
域
の
疾
患
に
幅
広
く
対
応
し

て
い
ま
す
。
特
に
主
と
な
る
の
は

が
ん
の
治
療
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
領
域
の
が
ん
の
根
治
性
を
得
る

た
め
に
は
大
き
な
手
術
（
高
侵
襲

の
手
術
）
や
難
し
い
手
術
（
高
難

度
の
手
術
）
が
必
要
に
な
る
こ
と

も
多
く
、 

常
に
患
者
さ
ん
の
安
全

を
第
一
に
考
え
治
療
方
針
を
決
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
領
域
の
近
年

の
話
題
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
Ｃ
Ｔ
画
像
を
用

い
た
肝
３
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
詳
細
な
脈
管
構
造
・
腫
瘍

局
在
の
把
握
、
残
肝
容
積
予
測
、

門
脈
灌
流
容
積
お
よ
び
静
脈
ド
レ

ナ
ー
ジ
領
域
な
ど
が
容
易
に
測
定

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
肝

切
除
手
術
に
お
け
る
画
像
支
援
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
は
そ
の
有
用
性

が
認
め
ら
れ
２
０
１
２
年
に
保
険

収
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
な
術

前
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
手
術
成

績
の
向
上
に
寄
与
す
る
の
み
で
な

く
、
教
育
的
ツ
ー
ル
と
し
て
も
有

用
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
化
器
外
科
領
域
の
腹
腔
鏡
下

手
術
は
、
胆
嚢
摘
出
（
ラ
パ
コ
レ
）

か
ら
始
ま
り
、
胃
や
大
腸
を
中
心

に
広
がって
き
ま
し
た
が
、
肝
胆
膵

領
域
の
手
術
は
そ
の
リ
ス
ク
か
ら
低

侵
襲
化
は
遅
れ
て
い
ま
し
た
。
腹
腔

鏡
下
肝
切
除
は
２
０
１
０
年
に
部

分
切
除
や
外
側
区
域
切
除
が
、
ま

た
腹
腔
鏡
下
膵
切
除
は
２
０
１
２

年
に
良
性
腫
瘍
に
対
す
る
尾
側
膵

切
除
術
が
保
険
収
載
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
特
定
施
設
で
死
亡
例
が

相
次
ぐ
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

明
確
な
施
設
基
準
や
学
会
に
よ
る

チ
ェッ
ク
機
能
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

で
、
２
０
１
６
年
に
は
肝
切
除
の
適

応
が
拡
大
さ
れ
、
全
国
的
に
腹
腔

鏡
下
肝
切
除
症
例
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
当
院
で
も
症
例
を
慎
重
に

選
び
な
が
ら
安
全
に
導
入
し
、
今

後
少
し
ず
つ
適
応
拡
大
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
肝
胆
膵
外
科
学
会
で
は
、

肝
胆
膵
領
域
に
お
け
る
専
門
的
知

識
及
び
熟
練
し
た
技
能
を
備
え
る

外
科
医
に
対
し
、
高
度
技
能
専
門

医
（
指
導
医
）
と
し
て
認
定
し
て

い
ま
す
。
当
科
で
は
、
１
名
の
指

導
医
（
三
宅
秀
則
院
長
）
と
１
名

の
専
門
医
（
金
村
普
史
）
が
在
籍

し
て
お
り
、
移
植
を
除
く
高
難
度

手
術
の
実
施
が
可
能
と
な
って
い
ま

す
。
ま
た
、
年
平
均
30
例
以
上

の
肝
胆
膵
外
科
の
高
難
度
手
術
を

行
っ
て
お
り
、
高
度
技
能
専
門
医

修
練
施
設
（
Ｂ
）
に
も
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

難
治
性
癌
の
代
表
で
あ
る
膵
臓

癌
な
ど
こ
の
領
域
の
が
ん
の
成
績

向
上
の
た
め
に
は
、
手
術
だ
け
で

な
く
化
学
療
法
や
放
射
線
治
療
を

組
み
合
わ
せ
た
集
学
的
治
療
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
化
学
療
法

は
、
現
在
国
内
で
行
わ
れ
て
い
る

標
準
的
な
治
療
を
中
心
に
、
が
ん

化
学
療
法
認
定
看
護
師
や
薬
剤
師

と
と
も
に
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
安

全
で
安
心
で
き
る
治
療
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

肝
胆
膵
外
科
の
主
要
な
手
術
は

主
に
火
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま
で

行
っ
て
お
り
、
急
性
胆
嚢
炎
な
ど

の
緊
急
疾
患
に
対
し
て
は
夜
間
休

日
を
問
わ
ず
随
時
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
信
頼

さ
れ
る
質
の
高
い
医
療
の
提
供
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。　
（
金
村
）

①
肝
切
除
手
術
に
お
け
る

　
画
像
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

高
難
度
の
手
術
担
う
専
門
医

全国自治体病院学会
徳島開催3000人参加

②
腹
腔
鏡
下
手
術

③
高
度
技
能
専
門
医
制
度

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

肝
　
臓

部分切除 7 3 4 0 1 4
亜区域切除 4 3 10 8 10 6
区域切除 5 4 2 6 1 3
葉切除 3 5 5 2 2 2
計 19 ⑵ 15 ⑴ 21 16 14 ⑴ 15 ⑶

胆
　
道

肝切除伴う 6 1 2 3 1 2
以外 0 1 1 0 0 0
計 6 2 3 3 1 2

膵
　
臓

膵頭十二指腸切除 10 7 8 10 3 2
膵体尾部切除 3 1 4 0 2 2

膵全摘 0 0 1 0 1 1
計 13 ⑴ 8 ⑴ 13 10 6 5

肝胆膵外科の手術件数推移

肝切除手術における 3D 画像シミュレーション（Synapse Vincent）

（腹腔鏡）

外科主任医長
金村　普史

トピックス

高
難
度
の
手
術
担
う
専
門
医

TMH
最新医療

肝 胆 膵
外 　 科

TMH
最新医療
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　初期臨床研修が始まって半年以上
が過ぎました。始めの頃はカルテの
使い方もしどろもどろで指導医の先
生方の仕事を後ろから見るだけのこ
とも多かったですが、検査のオーダー
の入れ方や看護師さんへの指示など
の事務的な作業から患者さんとのコ
ミュニケーション、諸検査の考察、
治療計画なども徐々にできるように
なって仕事に慣れてきているのを実
感しています。
　点滴や採血、皮膚縫合などの実技

的なことについても積極的にやらせ
ていただけるおかげで、少しずつ自
信が出てくるようになり、緊張しな
がらも良い勉強になっています。ま
た半年以上仕事をしてきて顔や名前
が分かる他職種の方々も少しずつ増
えてきて、そういう方々に色々聞い
たり頼んだりすることができるよう

になり、やはり他職種とのコミュニ
ケーションも大切だなと感じていま
す。顔や名前を覚えるのが苦手な人
間ですが頑張っていきたいです。
　プライベートに関しては、特に学
生時代と変わりありませんが平日
帰ってくると眠いことが多く、早寝
をするようになりました。健康的で
はありますがやりたいことをする時
間が短くなるのも悩ましいです。休
日だけですがジムにも通うように
なったので体力作りも心掛けていき
たいです。
　総合的に、やっぱり初期研修を行
う場として徳島市民病院を選んで良
かったなと感じています。これから
も充実した研修と、プライベートの
改善を目指して頑張ります。（写真は
内視鏡室での三﨑医師）

臨床研修1年目　三﨑　貴文
研修医日記
リレー版

チームで患者の栄養管理
　

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
Ｎ

Ｓ
Ｔ
）
は
、
医
師
、
看
護
師
、

管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
な
ど

多
職
種
が
協
力
し
て
、
安
全

か
つ
有
効
な
栄
養
管
理
を
行

う
た
め
の
医
療
チ
ー
ム
で
あ

り
、
当
院
で
は
、
２
０
０
６

年
４
月
に
発
足
し
、
翌
年
４

月
に
日
本
静
脈
経
腸
栄
養
学

会
Ｎ
Ｓ
Ｔ
稼
働
施
設
と
し
て

認
定
を
受
け
、
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

入
院
患
者
の
栄
養
管
理
は
、

入
院
中
の
全
て
の
患
者
に
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
栄
養
管
理
手
順
に
沿
っ

て
、
医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
が

共
同
で
栄
養
管
理
を
行
い
、
入
院
時
の

栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
、「
栄
養

不
良
の
可
能
性
あ
り
」、「
特
別
な
栄
養

管
理
の
必
要
あ
り
」
と
な
っ
た
患
者
や
、

介
入
依
頼
を
受
け
た
患
者
な
ど
、
栄
養

状
態
の
改
善
が
必
要
な
患
者
に
つ
い
て
、

Ｎ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
症
例
検

討
を
行
い
、
食
事
摂
取
量
の
増
加
、
経

腸
栄
養
、
静
脈
栄
養
の
選
択
な
ど
、
栄

養
状
態
の
改
善
が
で
き
る
よ
う
多
職
種

で
検
討
を
加
え
、
ラ
ウ
ン
ド
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
で
症
例
検
討

を
行
っ
た
延
べ
患
者
数
は
３
１
０
名
で

し
た
。
そ
の
う
ち
、
が
ん
患
者
の
症
例

検
討
は
１
２
０
名
と
約
４
割
を
占
め
、

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

が
ん
患
者
の
栄
養
管
理
は
と
て
も
重

要
で
す
。
栄
養
状
態
が
悪
い
ま
ま
手
術

を
行
え
ば
、
術
後
の
合
併
症
の
リ
ス
ク

は
高
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
術
後
の
栄
養

状
態
の
回
復
を
図
る
た
め
に
は
、
早
期

の
経
口
摂
取
が
望
ま
し
く
、
困
難
な
場

合
、
経
腸
栄
養
や
静
脈
栄
養
が
選
択
さ

れ
ま
す
が
、
個
々
の
状
態
に
合
っ
た
経

腸
栄
養
剤
の
選
択
、
静
脈
栄
養
に
お
い

て
も
、
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ

く
と
る
た
め
に
、
ア
ミ
ノ
酸
や
脂
質
、

糖
質
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
化
学
療
法
・
放
射
線
治
療
な

ど
の
治
療
時
に
現
れ
る
食
欲
不
振
な
ど

副
作
用
へ
の
対
応
も
き
ち
ん
と
行
わ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
治
療
継
続
が
困
難
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
緩
和
期
に
お

い
て
も
、予
後
に
よ
っ
て
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、

Ａ
Ｄ
Ｌ
を
保
つ
た
め
の
栄
養
補
給
が
必

要
で
す
。

　

が
ん
治
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
私
た
ち
Ｎ
Ｓ
Ｔ
で
は
個
々
に

合
わ
せ
た
栄
養
管
理
を
検
討
し
、
が
ん

治
療
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

　
（
久
米
）

患者の栄養状態を検討する多職種カンファレンス

管理栄養士

理学療養士

薬剤師

言語聴覚士
臨床検査
技師

臨床工学
技士

看護師

医師

管理栄養士
久米夕起子

が
ん
治
療
支
え
る

N S T
（栄養サポートチーム）

栄養サポートチーム
メンバー

医　　　　師　3名
（脳外科、内科、外科）

看　護　師　8名
薬　剤　師　1名
管理栄養士　4名
言語聴覚士　2名
理学療法士　1名
臨床検査技師　2名
臨床工学技士　1名
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　近年、健診でも頸部エコーが普
及してきたこともあり、甲状腺腫
瘍が指摘されることが多くなって
きています。甲状腺にできる悪性
腫瘍としては，乳頭癌（約90％）、
濾胞癌（約5％）、低分化癌、髄様癌、
未分化癌、悪性リンパ腫などがあ
げられます。甲状腺がんは，他の
癌腫に比べ死亡率において低い疾
患ではありますが、画像検査の向
上に伴い、罹患数、罹患率が増加
傾向となっています。頸部エコー
だけでも良性・悪性の診断が可能
な甲状腺腫瘍も多く、甲状腺腫瘍
が疑われた際には一度ご紹介いた

だければと存じます。
　また甲状腺がんの中でも頻度の
高い甲状腺乳頭癌においては、予
想されるリスク（再発あるいは癌
死）に対してリスク分類され、高
リスク分類には①腫瘍径が 4cm 以
上②周囲臓器への浸潤を認める③
3cm を超えるリンパ節転移④遠隔
転移を認める－といった項目を 1 項
目以上満たす症例が当てはまりま
す（甲状腺腫瘍診療ガイドライン
2018 より）。甲状腺乳頭癌の管理方

針決定には、リスク分類に加えて、
年齢、性別、病理組織学的所見か
らの悪性度などの予後因子を参考
に検討されますが、超低リスク症
例（腫瘍径 1cm 以下でリンパ節転
移、遠隔転移のない症例）では経
過観察の可能な症例も存在し、患
者さんのご希望に沿って、経過観
察や内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術
の適応を検討し施行しております。
　今後とも腫瘍に限らず甲状腺疾
患についてご紹介のほど、よろし
くお願い致します。　

（外科主任医長　小笠原卓）

が
ん
豆
知
識 

⑭

甲状腺がん

徳島市、がん検診 受診促進へ協議会
　

が
ん
は
、
１
９
８
１
年
以
降
、
死
因
の

第
１
位
を
占
め
て
お
り
、
２
０
１
７
年
人

口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
年
間
約
37
万
人

が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
お
り
１
、２
位
の

心
疾
患
（
約
20
万
人
）、
３
位
の
脳
血
管

疾
患
（
約
11
万
人
）
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。
国
は
２
０
０
７
年
に
「
が
ん
対

策
基
本
法
」
を
施
行
し
、
こ
れ
ま
で
同
法

を
根
拠
と
す
る
「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
が
３
期
に
わ
た

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
第
1
期
計
画
か

ら
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
が
ん
検
診
受
診
率

50
％
以
上
」
の
目
標
は
、
未
だ
達
成
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

　

本
県
は
、
都
道
県
別
の
が
ん
検
診
受
診

率
（
Ｈ
28
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
）
で
大

腸
が
ん
で
最
下
位
、
胃
が
ん
で
ワ
ー
ス
ト

２
位
、
肺
が
ん
ワ
ー
ス
ト
６
位
な
ど
い
ず

れ
の
が
ん
腫
に
お
い
て
も
、
受
診
率
が
低

迷
し
て
お
り
、
徳
島
市
は
、
こ
れ
ら
の

が
ん
腫
で
県
平
均
値
を
下
回
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す

る
こ
と
を
目
的
に
発
足
し
た
も
の
で
、
委

員
は
、
丹
黒
徳
島
大
学
大
学
院
教
授
、
宮

本
徳
島
大
学
病
院
が
ん
診
療
連
携
セ
ン

タ
ー
長
、
本
田
県
総
合
検
診
セ
ン
タ
ー
長

を
は
じ
め
、
患
者
団
体
の
代
表
者
や
徳
島

市
関
係
部
門
の
代
表
者
等
13
名
で
構
成
さ

れ
、
当
院
か
ら
は
三
宅
院
長
と
福
森
が
ん

セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
が
加
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
下
部
組
織
に
当
院
医
師
６
名
が

参
加
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
置

さ
れ
、
協
議
会
で
検
討
す
べ
き
課
題
の
整

理
や
取
組
事
例
等
の
調
査
研
究
に
あ
た
り

ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ク

ル
ー
プ
の
研
究
結
果
を
も
と
に
受
診
促
進

策
を
と
り
ま
と
め
、
次
年
度
の
市
の
施
策

に
反
映
で
き
る
よ
う
提
言
し
ま
す
。

　

が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
で
は
、
が
ん

検
診
受
診
率
向
上
に
向
け
た
市
町
村
レ
ベ

ル
で
の
取
り
組
み
と
し
て
▽
検
診
の
受
診

手
続
の
簡
素
化
▽
受
診
体
制
の
整
備
▽
受

診
対
象
者
の
名
簿
を
活
用
し
た
個
別
受
診

勧
奨
、
再
勧
奨
▽
か
か
り
つ
け
医
や
薬
局

の
薬
剤
師
を
通
じ
た
受
診
勧
奨
―
な
ど
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
個
別
の
受
診
勧
奨
・
再
勧
奨
は
、

受
診
率
向
上
に
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
実

証
さ
れ
て
お
り
、
郵
送
や
電
話
な
ど
に
よ

る
勧
奨
は
も
と
よ
り
、
患
者
さ
ん
の
状
況

を
把
握
で
き
る
立
場
に
あ
る
か
か
り
つ
け

医
か
ら
の
受
診
勧
奨
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
連
携
医
療
機
関
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（事

務
長　

森
久
寿
）

医
師
ら
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

　徳島市は、低迷しているがん検診
率の向上を図るため、10 月２日、
がん検診・がん治療関係者等で組織
する「がん検診受診促進協議会」を

立ち上げました。徳島市民病院も協
議会に参画、具体的な受診率向上策
をとりまとめ市長に提言していきま
す。

「50％」達成目指す
胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん 子宮がん

１位 山形 61.9 山形 59.5 山形 65.2 山形 51.5 山形 47.4

２位 新潟 54.0 宮城 51.8 新潟 60.2 山梨 51.4 山梨 42.2

３位 宮城 52.3 山梨 51.1 山梨 59.4 宮城 46.0 宮城 40.8

４位 福島 50.5 新潟 49.7 宮城 59.3 富山 43.2 富山 39.8

５位 山梨 50.3 岩手 49.4 岩手 56.6 千葉 43.0 千葉 39.3

全国平均 40.9 41.4 46.2 36.9 33.7

41位　徳島
40.7

35位　徳島
33.3

35位　徳島
30.6

43位 兵庫 33.0 大阪 34.4 長崎 40.2 大阪 31.2 大阪 29.4

44位 京都 35.3 長崎 34.3 北海道39.0 北海道30.9 北海道29.1

45位 徳島 35.9 山口 34.2 奈良 38.6 長崎 30.2 長崎 29.0

46位 大阪 33.8 徳島 34.0 大阪 36.4 山口 28.8 山口 28.0

47位 熊本県は熊本大地震のため調査不能

が
ん
検
診
受
診
率
の
都
道
県
順
位

＝
数
字
は
％
（
Ｈ
28
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
）

受
診
勧
奨
　
ご
協
力
を


